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「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程に応じた

「情報活用スキル」を育てる教材づくり 
―「情報活用ナビゲーション」「情報活用リフレクション」の開発― 

前橋市立桂萱中学校 鷲頭 一希 

 本研究は、「情報活用ナビゲーション」と「情報活用リフレクション」の開発を通して、

「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程に応じた「情報活用スキル」の育成

を目指すものである。そのために、第２学年で以下の実践を行い、成果を検証した。 

①「情報活用スキル」を自ら学べる「情報活用ナビゲーション」の開発 

 生徒が「情報活用スキル」について自ら学び使えるように、学習に利用できる様々な

コンテンツをまとめたポータルサイトを作成した。 

②蓄積した「情報活用スキル」を可視化できる「情報活用リフレクション」の開発 

 生徒が「情報活用スキル」の経験を蓄積し、別の学習場面でも意識して使えるように、

利用した「情報活用ナビゲーション」と「情報活用スキル」の経験を関連付けて振り返

るためのデジタル学習カードを作成した。 

 

Ⅰ 研究の背景 

 

１ 現状と課題 

 平成 29 年に告示された学習指導要領において、情報活用能力は、言語能力、問題発見・

解決能力とともに「学習の基盤となる資質・能力」の一つとして位置付けられ、その育成

を図るためには「各教科等の特質を生かし、教科等横断的な視点から教育課程の編成を図

る」こととされた。しかし、令和５年 12 月に文部科学省が発表した「情報活用能力の育成

に向けた各有識者の主なご意見」の中で、情報活用能力を巡る課題として、情報活用能力

の位置付けや情報活用能力を育成するための学習活動の必要性などについて、学校現場の

理解を十分に得られていないことが挙げられた。また、令和６年 12 月に開かれた第 140 回

の中央教育審議会の中では、小・中・高等学校を通じて情報活用能力の抜本的向上を図る

ことや、「総合的な学習の時間」の改善について情報活用能力の育成との一体的な充実等を

含むことなどについて諮問された。 

 情報活用能力の育成について、生徒の実態はどうだろうか。令和６年度に本校の第３学

年の生徒を対象に実施したアンケートでは、「総合的な学習の時間の中で難しいと思うこと」

という項目で、35％の生徒が「学校外の人から情報を得ること」、33.6％の生徒が「調べた

ことや知識をまとめること」、44％の生徒が「誰かに発表すること」と回答しており、「情

報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の各過程に苦手意識をもつ生徒が多いことが分

かった。同様に、社会科の授業においても、情報源や情報収集の手段に乏しく、情報の信

頼性が不確実であること、複数のデータを比較したり関連付けたりするのが苦手であるこ

と、表現方法が少なく、論理的な説明が不足していることなどの課題が見られ、「情報の収

集」「整理・分析」「まとめ・表現」の各過程に必要な情報活用能力を多くの生徒が意識し

て使えていないことがうかがえた。 

 以上のことから、主題を「『情報の収集』『整理・分析』『まとめ・表現』の過程に応じた

『情報活用スキル』を育てる教材づくり」と設定し、本研究を進めることとした。 
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２ 「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程とは 

小林ら（2023）は、学習指導要領や文部科学省の「情報活用能力の体系表例」、「手引」に

おける「情報活用の実践力」の定義などを踏まえつつ、「課題の設定」「情報の収集」「整理・

分析」「まとめ・表現」「振り返り・改善」という過程に関連付けて、情報活用能力育成の指

標となる「情報活用ベーシック」を開発した。本研究では、この考え方を土台にしながら

も、「課題の設定」「振り返り・改善」の過程については教科の特性が大きいこと、全国や

置籍校の生徒の実態として、「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程に特に課

題があることから、「課題の設定」「振り返り・改善」を除いた「情報の収集」「整理・分析」

「まとめ・表現」の三つの過程に焦点を当てて研究を進めることとした。 

３ 「情報活用スキル」とは 

塩谷（2019）は、探究の過程における情報を活用するときに必要となる知識・技能を「情

報活用スキル」に整理し、それが生きて働く知識・技能として身に付くためには、各教科

等の単元においてねらいに対応した学習活動の中で繰り返し活用することが大切であると

述べている。また、木村（2022）も、情報活用能力を構成する資質・能力の向上に深く関連

するスキルのうち知識・技能と関連したものを「情報活用スキル」と定義するとともに、

スキルを高めることにつながる学習活動を繰り返し経験することができる学習の仕組みを

開発し、学習モデルに組み込む必要があると述べている。こうした考え方を基にしながら、

中学校学習指導要領解説の総則編に示された「各教科等の特質を生かし、教科等横断的な

視点から教育課程の編成を図る」ことの重要性も踏まえ、本研究では、「情報の収集」「整

理・分析」「まとめ・表現」の各過程で求められる情報活用能力を細分化したものを「情報

活用スキル」（以下、「スキル」）と称し、生徒が教科等横断的に繰り返し経験しながら学ぶ

ことで、それを意識して使える状態を目指すこととした。 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 「スキル」について自ら学ぶ教材「情報活用ナビゲーション」と、蓄積した「スキル」を

可視化する教材「情報活用リフレクション」の開発を通して、「情報の収集」「整理・分析」

「まとめ・表現」の過程に応じた「スキル」の育成を目指す。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 「スキル」を自ら学べる「情報活用ナビゲーション」の開発 

「スキル」を学び使うための様々なコンテンツをまとめた「情報活用ナビゲーション」

（以下、「ナビゲーション」）というポータルサイトを Google サイトで作成する。「ナビゲ

ーション」の構成図の一部と利用イメージを図１に示す。 
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(1) コンテンツを探しやすくする構成やデザイン 

生徒自身が学習の過程や場面ごとに必要なコンテンツを選択して利用できるような構成

にするとともに、「困ったときには（ヘルプ）」というページを設ける。学習の過程や場面

ごとにコンテンツを整理することで、どのコンテンツを利用すればよいのかを分かりやす

くし（図２①）、「困ったときには（ヘルプ）」のページでそれぞれの生徒の困り感に応じた

アドバイスやコンテンツのリンクを示すことで、生徒が自力で問題解決できるようにする

（図２②）。 

(2) 各教科の学習内容を踏まえたコンテンツ 

「ナビゲーション」に含むコンテンツは、各教科の教科書から「情報の収集」「整理・分

析」「まとめ・表現」の各過程の「スキル」に関わるものを抜粋し、設計図として一覧表を

図２ 「ナビゲーション」の構成やデザイン 

 

 

① 

② 

図１ 「ナビゲーション」の構成図の一部と利用イメージ 
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作成するとともに（図３①）、教科・学年・単元名を生徒にも分かるようにコンテンツの近

くに明記する（図３②）。このように教科等を明示することにより、「スキル」を特定の教

科固有のものとしてではなく、複数の教科等に共通して使えるものとして捉え直すことを

ねらいとしている。なお、教科書に記載のないコンテンツについては自作する。 

また、コンテンツは視覚的に捉えやすく、短時間で理解しやすい動画やスライドなどを

多く取り入れるようにする。これにより、学び方や重要なポイントを効率的に理解できる

ようにし、生徒それぞれの学び方に応じた個別最適なガイダンスを可能にするとともに、

自らのペースで課題解決に取り組むことができるようにする。 

(3) 必要に応じた修正や改善 

「ナビゲーション」を利用する生徒の様子を観察したり、生徒から直接聞き取ったりし

て、「ナビゲーション」の使いにくいところを適宜調査し、生徒のニーズに合わせて修正や

改善を加えることで、生徒が「スキル」をより学びやすくする。 

２ 蓄積した「スキル」を可視化できる「情報活用リフレクション」の開発 

利用した「ナビゲーション」と「スキル」の経験を関連付けて振り返る「情報活用リフ

レクション」（以下、「リフレクション」）というデジタル学習カードを Google スプレッド

シートで作成する。 

(1) 生徒と教師とで共有する目指す姿 

各過程で意識したい「スキル」を一覧表に整理し、「リフレクション」内に記載する（図

４①）。いつでも参照できるようにしておくことで、授業の導入で生徒と教師との間で共有

したり、振り返りのときに「スキル」の高まりを自己評価する基準にしたりできるように

する。また、目指す姿を具体的に捉えにくい生徒のために、具体例も例示する（図４②）。 

図３ 「ナビゲーション」の設計図の一部と教科・学年・単元名を明記したコンテンツの例 

① 

② 
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(2) 視点を明確にした振り返りとチェックシート 

「リフレクション」で生徒が記述する部分は、振り返り（図５）とチェックシート（図

６）の二つで構成し、それぞれの内容を相互に結び付けられるようなデザインにする。振

り返りの記述を通して「ナビゲーション」や「スキル」が様々な教科等の学習に役立つこ

とを生徒が実感し、チェックシートによる自己評価を通して「ナビゲーション」が「スキ

ル」の高まりにつながることを生徒が捉えられるようにすることで、生徒が「スキル」を

別の学習場面でも意識して使えるようにする。 

(3) 「スキル」を蓄積・可視化するスキルポイント・経験値・バッジ 

生徒の自己評価による「スキル」の累積ポイント（図７①）や各教科等における過程ご

との経験回数（図７②）をグラフ化し、累積ポイントに応じたランク（図７③）を色分け

して表示することで、「ナビゲーション」の利用や「スキル」の高まりを可視化できるよう

にする。これにより、新たな「スキル」の学習に向けて生徒の意欲を引き出すとともに、

教師も生徒の「スキル」の高まりについて大まかに捉えられるようにする。 

図４ 各過程の「スキル」と具体例 

図５ 振り返りの例 

図６ チェックシートの例 

「わかったこと・気づいたこと・もっと知りたいこと（何を学んだか）」「どのように解決したのか・どうしたらできたのか（どう学んだ

か）」…短文で記述 

「ナビゲーションは役に立ったか」「身につけたスキルは役に立ったか」…Ａ・Ｂ・Ｃで自己評価  

目指す姿に照らし合わせて、「スキル」を意識できるようになったかについてチェックボックスで自己評価  

図７ スキルポイント・経験値・バッジの例 

① ② 
③ 

① ② 
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３ 「ナビゲーション」と「リフレクション」の関係性 

 「ナビゲーション」と「リフレクション」は、それぞれの機能や役割を働かせながらも、

両者が一体となって「学ぶ・使う・蓄積する・生か

す」というサイクルを回すことで、着実に「スキル」

を高められると考えた。具体的には、「スキル」を「ナ

ビゲーション」で学び、教科等の課題解決で使い、

「リフレクション」で振り返りながら蓄積し、また

次の学びへと生かせるようにした（図８）。 

以上をまとめた、研究構想図を図９に示す。 

４ 検証の方法 

 開発した「ナビゲーション」及び「リフレクション」が、生徒の「情報の収集」「整理・

分析」「まとめ・表現」の過程に応じた「スキル」を育てるための教材として有効であった

かを、以下の方法で検証する。 

検証の視点 検証場面 検証方法 

① 「ナビゲーション」は、生徒が「情報の収集」「整理・

分析」「まとめ・表現」の過程に応じた「スキル」を自

ら学ぶのに有効であったか 

事前 

実践中 

事後 

○ アンケート（生徒・

教職員） 

○ 観察・録音・録画 

○ 抽出生徒の変容 

○ 成果物 

② 「リフレクション」は、生徒が蓄積した「情報の収集」

「整理・分析」「まとめ・表現」の過程に応じた「スキ

ル」の高まりを実感し、別の学習場面でも意識して使お

うとするのに有効であったか 

事前 

実践中 

事後 

図９ 研究構想図 

図８ 「ナビゲーション」と「リフレクション」のサイクル 
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Ⅳ 実践 

 

対象 置籍校の第２学年 １学級 35 名 

単元名 

教材名 

社会科：「九州地方」「近畿地方」 

他教科（理科）：「消化の仕組み」 

総合的な学習の時間：「みんなが、住み続けたい前橋にしていくために」 

実施時間 社会科：全 10 時間 他教科（理科）：１時間 総合的な学習の時間：全７時間  

実施時期 令和７年９月８日（月）～令和７年 11 月 14 日（金） 

 実践を始めるに当たり、まずは、総合的な学習の時間の中で生徒向けオリエンテーショ

ンを行い、「ナビゲーション」や「リフレクション」を開発した経緯や基本的な使い方につ

いて生徒に説明した。その上で、社会科と総合的な学習の時間を中心に授業実践を進め、

「ナビゲーション」については必要に応じて修正や改善を加えた（図 10）。 

１ 社会科における実践 

(1) 「ナビゲーション」の利用の実際 

ア 「スキル」や「ナビゲーション」を位置付けた授業構想 

まずは、「ナビゲーション」の構成や操作方法を生徒が理解し、慣れていく必要があった。

そのため、社会科における実践では、単元の中で過程ごとにどの「スキル」を使うかを明

確に位置付けた上で、授業のねらいに合わせて意図的に「ナビゲーション」を利用する活

動を設定した（資料１・資料２）。 

イ 授業における「ナビゲーション」の利用と習熟 

毎時間の授業の導入では、三つの過程と九つの場

面を一覧にしたものを黒板に掲示し（図 11）、その授

業の学習課題を解決するための学習活動がどの過程

に位置付くのか、また、どの「スキル」を身に付けれ

ばよいかを教師と生徒で共有し、生徒がその「スキ

ル」を意識しながら「ナビゲーション」や「リフレク

ション」を利用できるようにした。 

授業の展開では、学習活動において生徒が随時「ナビゲーション」を開いて必要なコン

テンツを利用できるようにした。特に、実践前半の単元「九州地方」では、「スキル」を学

ぶ段階として、過程や「スキル」を確認しながら一緒に操作することで、「ナビゲーション」

の操作方法、コンテンツの位置や内容を把握できるようにした。九州地方の自然環境の保

全と産業の発展の両立のために必要な視点について、多面的・多角的に考察し、表現する

ことをねらいとした授業では、「ナビゲーション」を利用する活動として、九州地方の産業

の発展が生み出した課題とその解決に向けた人々の取組を調べ、その共通点を見いだす活

動を設定した。まず、教室の大型提示装置を用いて、「ナビゲーション」のトップ画面から

「情報を結び付ける」の「比較する」を開くところまで、生徒と一緒に操作した。その上

で、どのコンテンツを利用すれば共通点を見いだせそうかを生徒に投げかけ、シンキング

図 10 実践の流れ 

図 11 三つの過程と九つの場面（□）を一覧に 

した掲示物 
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ツールのベン図が利用できそうだという考えを生徒から引き出した。大型提示装置で動画

とスライドのコンテンツを一斉に見る機会を設け、ベン図の使い方や目的について全員が

学んでから活動できるようにした。 

一方で、「ナビゲーション」に慣れてきた「近畿地方」の単元では、「スキル」を意識して

使う段階として、活動の目的に応じてどの「スキル」が必要かを生徒自身が判断し、必要

なコンテンツを自ら選択して利用できるようにした。人口の変化に伴う課題に対する近畿

地方の取組について、多面的・多角的に表現することをねらいとした授業では、「ナビゲー

ション」を利用する活動として、近畿地方の都市・郊外・農村がそれぞれどのような地域

づくりを目指しているのかを考え、互いに交流する場

を設定した。具体的には、「情報を結び付ける」に位置

付けたシンキングツールの中から、話合いに最も効果

的だと思われるものを班ごとにそれぞれ選択できる

ようにした。共通点を見いだすためにはベン図が有効

であることを既に学んでいたため、多くの班が根拠を

もってベン図を選び、話合いを進める様子が見られた

（図 12）。 

(2) 「リフレクション」の利用の実際 

 授業の終末では、「リフレクション」の振り返りとチェックシートを記入し、その時間の

「ナビゲーション」による学びと経験した「スキル」について振り返る時間を設定した。 

振り返りの「どのように解決したのか・どうしたらできたのか」の項目を記入する際には、

「使用したナビゲーションのコンテンツ」や「ナビゲーションは役に立ったか」の項目と

関連付けて書くように伝えたり、「ナビゲーション」のどのような点が役に立ったかを生徒

に問いかけたりすることで、「ナビゲーション」による学びが授業の課題解決に役立ってい

ることを自覚できるようにした。また、「身に付けたスキルは役に立ったか」の項目は、ど

のような学習場面でどのような「スキル」を使ったのかを具体的に振り返りながら、別の

学習場面で意識して使おうとする意欲をもてるようにした。 

チェックシートを記入する際には、その授業で身に付ける「スキル」についての目指す

姿を確認し、その姿と照らし合わせて自己評価できるようにした。また、単元末などの区

切りに、スキルポイント・経験値・バッジについても見るように声をかけることで、生徒

が自分のこれまでの「スキル」の積み重ねを実感できる機会を設定し、次の授業でも「ス

キル」を使おうとする意欲を高められるようにした。 

２ 総合的な学習の時間・他教科における実践 

総合的な学習の時間は、班活動の進み具合にばらつきがあるため、授業の導入で各班の

進捗状況と困っていることを共有し、それぞれの課題を解決するための「ナビゲーション」

の利用方法について全体で確認してから班活動に入るようにした（資料３）。各班の探究課

題に対する先進的な取組について調べる授業では、前時に「ナビゲーション」内にある座

標軸を上手に利用して話合いをしていた班や、生成 AI による要約を使って「情報の収集」

をしていた班の取組を取り上げて紹介した。「ナビゲーション」の望ましい利用の仕方を共

有するとともに、よりよい利用の仕方について学級全体で考えることで、生徒が「ナビゲ

図 12 シンキングツールを使って話し合う生徒 
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ーション」をより効果的に利用して「スキル」を学ぶことが

できるようにした。班活動では、机間指導を行いながら、班

で困っていることを解決するために「ナビゲーション」の

「困ったときには（ヘルプ）」のページを利用して解決方法

を考えてみるように助言した（図 13）。教師による直接的な

支援を「ナビゲーション」によるガイダンスに徐々に移行す

ることで、生徒が主体的に「ナビゲーション」を利用しなが

ら課題解決に取り組む機会を拡充していった。「リフレクション」は、教科で身に付けた「ス

キル」が課題解決に役立つことを生徒自身が実感できるように、社会科で利用したコンテ

ンツや「スキル」を振り返りながら、「身に付けたスキルは役に立ったか」の項目を特に意

識して記述するように声をかけた。 

また、教科等横断的な「ナビゲーション」の利用を促し、

「スキル」の蓄積を図るために、教科担当に協力を依頼し、

理科でも実践を行った。「消化の仕組み」の授業において、

唾液がデンプンを糖に変えるはたらきを確かめるための実

験を行い、その結果を表に整理する活動で、生徒が「ナビゲ

ーション」を利用できる学習場面を設定した。表の作り方が

分からない生徒は、「情報を分かりやすくする」にあるスラ

イドで表の作り方について学び、スプレッドシートを使っ

て試験管の写真を入れた表を作成していた（図 14）。 

３ 「ナビゲーション」の修正や改善 

 「ナビゲーション」に「改善・改良のために」というページを設け、「ナビゲーション」

に関する様々な意見を Google フォームから生徒が直接送信できる仕組みを整えた。また、

授業の区切りごとに、「ナビゲーション」を利用した感想や要望をワークシートに記述でき

る機会を作った。そうした生徒のニーズを踏まえ、「ナビゲーション」のデザインを複数回

にわたり改善した。また、社会科の生徒の様子や授業構想から必要となったコンテンツや、

理科の教科担当から要望のあったコンテンツを新たに作成し、「ナビゲーション」に追加し

た（表１）。 
 

表１ 「ナビゲーション」の修正や改善 

時期 内容 理由 

10月 ナビゲーションバーに表示されるボタンのレイアウトを縦か

ら横に変更した 

「ボタンのレイアウトが縦だと使いにくい」

という意見が生徒から挙がったため 

「読んで集める」に「教科書や資料集で調べる」（説明スライ

ド）を追加した 

社会科の授業で教科書や資料集から調べる

のを苦手としている生徒が見られたため 

「情報を読み取る」のコンテンツをレベル別に分け、「複数の

資料から読み取ったことを関連付ける」のコンテンツ（説明ス

ライド）を追加した 

社会科の授業で資料を読み取る力に差が見

られ、複数の資料を関連付けて読み取ること

が苦手な生徒も見られたため 

「情報を結び付ける」に「KJ法」（動画・説明スライド）を追

加した 

社会科の授業で情報を整理する方法として

「KJ法」を学ばせたかったため 

説明の長文を減らし、イラストと吹き出しの対話形式で表した 生徒のアンケートで「説明する文が長く、情

報量が多い」という意見が挙がったため 

11月 「情報を確かめる」の「情報の信頼性を判断するチェックリス

ト」（説明スライド）を修正した 

総合的な学習の時間の授業で「情報の信頼

性」を理解できていない生徒が見られたため 

図 14 生徒がスプレッドシートで作成 

した表 

図 13  「困ったときには（ヘルプ）」を 

参照する生徒 
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「情報を分かりやすくする」の「表の作り方」（説明スライド）

を修正した 

理科の授業で「表の作り方を学ばせたい」と

いう教科担当からの要望があったため 

各ページにヘッダーとフッターを加え、ページ間の移動をより

スムーズにできるようにした 

「ページ間の移動がわかりにくい」という意

見が生徒から挙がったため 

「シンキングツール集」のページを追加した 「シンキングツール」を学習の目的ごとに生

徒が自由に選択できるようにするため 

 

Ⅴ 検証 

 

 検証の視点①「『ナビゲーション』は、生徒が『情報の収集』『整理・分析』『まとめ・表

現』の過程に応じた『スキル』を自ら学ぶのに有効であったか」と、検証の視点②「『リフ

レクション』は、生徒が蓄積した『情報の収集』『整理・分析』『まとめ・表現』の過程に応

じた『スキル』の高まりを実感し、別の学習場面でも意識して使おうとするのに有効であ

ったか」から、開発した「ナビゲーション」及び「リフレクション」が、生徒の「情報の収

集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程に応じた「スキル」を育てるための教材として有

効であったかについて以下に検証する。 

１ 生徒の事前・事後アンケートの結果 

 事前アンケートを７月に、事後アンケートを 11 月の実践後にそれぞれ実施した。 

(1) 「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程に応じた「スキル」の自己評価 

 「『スキル』の自己評価」は、事後アンケートの結果を事前アンケートの結果と比較して

みると、「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」のすべての項目において「できる」

または「どちらかといえばできる」と回答した生徒の増加が見られた。これは、「ナビゲー

ション」を繰り返し利用することで生徒が「スキル」について学び、「リフレクション」で

振り返ることで蓄積された「スキル」を意識して使うようになった結果であると考えられ

る。一方で、「まとめ・表現」の項目では「どちらかといえばできない」と回答した生徒の

増加も見られた。この要因として、実践期間中に「まとめ・表現」の「スキル」を使うよう

な学習場面が限定的であった可能性が考えられる（表２）。 

(2) 「ナビゲーション」の有効性 

 「『ナビゲーション』が『スキル』を自分で学ぶのに役立ったか」は、「そう思う」という

回答が多く、「『ナビゲーション』が『スキル』を身に付けるのに役立ったか」は、「そう思

う」「どちらかといえばそう思う」という回答が多い結果となった。理由として、これまで

知らなかった学び方を新たに知れたこと、大切なポイントが分かることなどが挙げられた。

つまり、「ナビゲーション」が新たな学び方や重要なポイントを理解することに有効に機能

したと考えられる。その一方で、否定的な回答をした生徒は、既に知っているものが多か

表２ 「『スキル』の自己評価」に関わるアンケートの結果（過程ごとの「スキル」の平均値） 
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ったこと、利用の目的が分からなかったことなどを理由として挙げていた。授業の導入で

「ナビゲーション」と「スキル」の関係をより明確に示す必要があったと考える（表３）。 

(3) 「リフレクション」の有効性 

 「『リフレクション』が『スキル』を身に付けたことを実感するのに役立ったか」は、「そ

う思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した生徒が多かった。その理由として、これ

まで学んできた「スキル」がどの教科のどのような学習場面で身に付けたものなのかを振

り返ることができること、ポイントやバッジなどの形で可視化されることでモチベーショ

ンにつながったことなどを記述していた。その一方で、「ナビゲーション」と比較して否定

的な回答をした生徒の割合がやや多く、その理由として、文章で記述するだけではあまり

効果が感じられないことなどが挙げられた。「リフレクション」に記入する項目の多さによ

り、「スキル」について振り返る時間を十分に確保できなかったこと、振り返った「スキル」

を次の学習場面でどのように生かすかを、明確に意識できる機能が十分ではなかったこと

も要因として考えられる（表４）。 

(4) 「スキル」の教科等横断的な広がり 

 「『スキル』が他の教科の学習に役立ったか」は、「ある」と回答した生徒が約６割とい

う結果になった。具体的な学習場面として、「社会科で身に付けた『情報を集める』のスキ

ルが、総合的な学習の時間で企業の取組を調べるときに役立った」「理科で学んだグラフの

作り方が、総合的な学習の時間でグラフにまとめるときに役立った」などの回答が見られ

た。これらのことから、「スキル」が教科等を超えて活用されたことがうかがえる（表５）。 

２ 抽出生徒の変容 

生徒Ａは、事前アンケートの「スキル」に対する意識について、全ての項目で「できな

い」と回答していた生徒である。 

社会科の「九州地方」の実践では、資料を上手く読み取れずに戸惑う姿や、くらげチャ

ートに長文を書き込むなどシンキングツールの使い方を十分に理解できていない様子が見

られた（図 15）。その結果として、「整理・分析」を苦手としている様子がうかがえた。「近

畿地方」の単元に入ると、少しずつ資料を読み取れるようになり、近畿地方の人口に関し

て資料から読み取れることを書いたカードからも、人口分布と人口変化の両面について正

表４ 「『リフレクション』の有効性」に関わるアンケートの結果（11 月に実施） 

表５ 『「スキル」の教科等横断的な広がり』に関わるアンケートの結果（11 月に実施） 

表３ 「『ナビゲーション』の有効性」に関わるアンケートの結果（11 月に実施） 
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確に読み取れていることが分かる（図 16）。また、シンキングツールも正しく使えるように

なり、近畿地方の農村の課題に対する取り組みを KJ 法で付箋に整理する活動においては、

「ナビゲーション」で確認した付箋の書き方を参考にしながら、それぞれの取組の目的に

まで思考を広げる様子も見られた（図 17）。実践の終盤では、「ナビゲーション」を自ら利

用して課題解決に取り組めるようになり、総合的な学習の時間では、「ナビゲーション」の

コンテンツを参考にして Google フォームによるアンケートを作成し、班のメンバーに提案

する様子も見られた（図 18）。これは、「ナビゲーション」を繰り返し利用することで、「情

報を読み取る」や「情報を結び付ける」の「スキル」が高まった成果であると考えられる。 

「リフレクション」についても、実践の当初は空欄にな

っている項目が多く、「身に付けたスキルは役に立った

か」の項目の評価でＣが見られた。しかし、「ナビゲーシ

ョン」の利用が進むにつれ、教科での学びや「ナビゲーシ

ョン」での学びを関連付けて記述できるようになり、「身

に付けたスキル」の評価もＢやＡへと上昇した（表６）。

これらの変化は、「リフレクション」によって蓄積した「ス

キル」を継続的に振り返ることでその有用性を自覚し、

「スキル」が他の学習場面にも役立つことを実感できた

ためであると考える。 

３ 教師の事後アンケートの結果 

 社会科の教科担当として毎時間授業をサポートしてもらった教師Ａ、総合的な学習の時

間の実践に協力してもらった学級担任の教師Ｂ、理科の実践に協力してもらった教師Ｃの

 

表６ 生徒Ａの「身に付けたスキルは 

役に立ったか」の自己評価 

日付 教科 評価 

10月10日（金） 社会 Ｃ 

10月17日（金） 社会 Ｂ 

10月20日（月） 社会 Ｂ 

10月22日（水） 総合 Ｂ 

10月24日（金） 社会 Ｂ 

10月27日（月） 社会 Ａ 

11月10日（月） 社会 Ａ 

11月14日（金） 総合 Ａ 

図 15 生徒Ａが書いたくらげチャート 図 16 生徒Ａが書いたカード 

図 17 生徒Ａが書いた付箋 図 18 アンケートを提案する生徒Ａ 
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３名を対象として、実践後の 11 月に事後アンケートを実施した。 

(1) 「ナビゲーション」の有効性 

 「『ナビゲーション』が『スキル』を自分で学ぶのに役立ったか」、「『ナビゲーション』が

『スキル』を身に付けるのに役立ったか」については、３名とも肯定的な意見であった。

具体的には、社会科における情報収集の効率化や、理科における表・グラフ作成への有効

性が挙げられた。また、「『ナビゲーション』が探究的な学習過程や情報活用能力を意識し

て指導するのに役立ったか」についても、３名とも肯定的な意見であった。教師Ｂからは、

探究の流れで学習する教科では、「ナビゲーション」の継続的な利用により活用場面がさら

に増えることが期待できるのではないかという意見が得られた。その一方で、教師Ａから

は、「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の過程を教師が生徒に意識付ける機会を

増やすことで、「ナビゲーション」の機能がさらに発揮されるようになるのではないかとの

指摘もあった。 

(2) 「リフレクション」の有効性 

 「『リフレクション』が『スキル』が身に付いたことを実感するのに役立ったか」は、２

名が肯定的、１名が否定的な意見であった。学習の成果を蓄積し、それを一目で振り返る

ことができることは有効だという意見があった一方で、学習者用端末の操作に不慣れな生

徒が多い中では、上手く使えるようになるまでにある程度の時間が必要であるとの指摘も

あった。 

４ 検証のまとめ 

生徒・教職員へのアンケート結果や抽出生徒の変容の様子から、本研究において開発し

た「生徒が『情報の収集』『整理・分析』『まとめ・表現』の過程に応じた『スキル』を発揮

するための教材」は、一定の成果を上げたと考える。生徒が「ナビゲーション」を教科等

横断的に繰り返し利用することにより、「スキル」に対する理解が深まり、学習場面に応じ

て「スキル」を意識できるようになった。また、「リフレクション」で学んだこととこれま

でに経験してきた「スキル」とを関連付けて振り返ることで、「スキル」を別の学習場面で

も使おうとする生徒の姿が見られた。これらの成果は、「ナビゲーション」を通して「スキ

ル」について学び、学習場面に応じてそれらを意識して使う経験を重ねながら、「リフレク

ション」によってそれを蓄積し、次の学びへと生かすというサイクルが機能したことによ

るものと考える。 

 一方で、「ナビゲーション」や「リフレクション」を十分に利用できなかった生徒も見ら

れた。今後、「ナビゲーション」の利用をさらに推進するためには、まず、教師が様々な教

科の授業の中で「スキル」を生徒に意識付けるとともに、「ナビゲーション」をいつでも利

用できる環境を整えることが大切である。その上で、探究的な学びを意識した授業デザイ

ンの中で、生徒自身が課題解決に必要な「スキル」を考え、それに応じたコンテンツを自

由に利用できる場を、教師が段階的に増やすことが重要である。また、生徒自身が「スキ

ル」を次に生かす視点がもてるように、「リフレクション」の内容を改善することも必要で

ある。そして、授業の導入で、本時に学ぶ「スキル」がこれまでに学んだ「スキル」とどの

ように関わっているのかを振り返る時間を設定することも有効であると考える。 
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Ⅵ 研究を振り返って 

 

本研究を進める中で、各教科の教科書に情報活用能力の育成が明確に示されていること

が分かった。しかし、教師も生徒も、各教科等で学んだ情報活用能力を意識的に授業で使

うことに大きな課題があると感じた。だからこそ、教科等横断的に共通の教材を使うこと

ができれば、教師も生徒も情報活用能力を「スキル」として意識することができ、より多

くの学習場面で使うことができるのではないかと考えた。実際に、「ナビゲーション」と「リ

フレクション」を利用して「スキル」を高め、その「スキル」を使って課題解決に取り組む

多くの生徒の姿を見て、本研究の成果とともに、情報活用能力を教科等横断的に育成して

いくことの重要性を改めて強く感じた。そのためには、まず、「学習の基盤となる資質・能

力」である情報活用能力について、教師自身が正しく理解することが不可欠である。 

現在、次期学習指導要領を見据えて、探究的な学びの情報活用能力との一体的な充実や、

情報活用能力の抜本的向上の推進について議論されている。今後、ますます探究的な学び

や情報活用能力の重要性は高まり、教師の指導力の向上も求められることが予想される。

本研究は生徒の情報活用能力の向上を目指したものであるが、教師の事後アンケートの中

で、「ナビゲーション」や「リフレクション」によって、教師自身が改めて情報活用能力に

ついて理解し、探究的な学習過程や情報活用能力を意識した授業づくりに取り組むきっか

けになったことが分かり、本研究での実践が教師の指導力の向上にも役立ったことに新た

に気付かされた。「ナビゲーション」や「リフレクション」を探究的な学びや情報活用能力

を指導する際の羅針盤のようなものとしても利用できるように、本研究のさらなる充実や

発展を目指しながら、各教科等における情報活用能力の位置付けをより明確にし、それを

校内の全教職員と共有することで、学校全体で情報活用能力の抜本的向上を教科等横断的

に目指していけるような体制づくりを進めていきたい。 
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【資料１】社会科における「スキル」と「ナビゲーション」の位置付け（「九州地方」） 

時間 授業のねらい 学ぶ「スキル」 「ナビゲーション」を利用する活動 

１ 九州地方の地域的特色や

地域の課題について追究

する意欲をもてるように

する 

「整理・分析」の 

「情報を読み取る」 

九州地方の自然環境の特色を表した

資料から疑問・調べたいことを考え

る（説明スライドを見て文章や写真、

図表を読み取る際のポイントを理解

する） 

２ 九州地方の地形や気候と

人々の生活や産業との結

び付きについて理解する 

「情報の収集」の 

「情報を集める」 

九州地方の地形や気候がもたらす被

害への対応や、生活や産業の工夫に

ついて調べる（説明スライドを見て

教科書や資料集で調べる際の注意点

を理解する） 

３ 九州地方の自然環境の保

全と産業の発展の両立の

ために必要な視点につい

て、多面的・多角的に考察

し、表現する 

「整理・分析」の 

「情報を結び付ける」 

九州地方の産業の発展が生み出した

課題と、その解決に向けた人々の取

組を調べ、その共通点を見いだす（動

画と見本スライドを見てベン図の目

的と使い方を理解する） 

４ 九州地方の自然環境への

適応や工夫、自然環境の利

用、自然環境と産業の発展

との両立について、多面

的・多角的に考察し、表現

する 

「整理・分析」の 

「情報を結び付ける」 

九州地方についてこれまで調べてき

たことを整理する（動画と見本スラ

イドを見てくらげチャートの目的と

使い方を理解する） 

５ 九 州 地 方 の 自 然 環 境と

人々の生活や産業との関

係について、多面的・多角

的に考察し、表現する 

「まとめ・表現」の 

「発表の仕方を工夫

する」 

九州地方について個人でまとめたカ

ードを紹介し合う（動画や説明スラ

イドを見て発表する際の話し方や資

料提示の工夫を理解する） 

 

【資料２】「ナビゲーション」と「リフレクション」を位置付けた社会科の学習指導案（「九

州地方」第４時／全４時） 

学習活動と予想される生徒の反応 時間 
指導上の留意点・支援 評価項目 

※下線部が研究の手立てに関わる支援 

１ これまでの学習を振り返り、本時の学習

課題をつかむ。 

○これまで学習した九州地方の特色（地形、

気候、産業）について振り返り、本時の学

習課題を設定する。（一斉） 

・火山が多い地形。 

・雨が多く、温暖な気候。 

・昔から観光業や工業が発展してきた。 

・今日は、九州地方の特色を整理するのだな。 

５ 〇単元の課題を確認することで、単元全

体における本時の位置付けを意識でき

るようにする。 

○本時は「整理・分析」の時間、次時は「ま

とめ・表現」の時間になることを伝える

ことで、学習の見通しをもてるように

する。 

○写真を見ながらこれまでの学習を想起

することで、九州地方の特色を振り返

れるようにする。 

２ 九州地方の自然環境と人々の生活や産

業との関係について、これまでの学習で集

めた情報を整理する。 

〇これまで学習した九州地方の特色（地形、

気候、産業）から一つ選び、自然環境への

適応や工夫、自然環境の利用、自然環境と

産業の両立などについて、くらげチャート

に整理する。（個別・ペア・班別） 

２０ ○それぞれの取組について、誰が何をし

たのかに着目することで、多面的・多角

的な視点から考察できるようにする。 

○「ナビゲーション」の「情報を結び付け

る」のコンテンツを活用することで、く

らげチャートを使う目的と使い方を理

解できるようにする。 

○オクリンクプラスのみんなのボードに

学習課題：九州地方の自然環境と人々の生活や産業との関係について整理しよう。  
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＜火山が多い＞ 

・適応や工夫…路面清掃車、「克灰袋」による

回収、情報提供、畜産（行政、市民） 

・利用…温泉、地熱発電所（企業、市民） 

＜雨が多く、温暖＞ 

・適応や工夫…伝統的な家、砂防ダム、間伐

（行政、市民） 

・利用…二毛作、促成栽培、リゾート（企業、

市民） 

＜観光業や工業の発展＞ 

・両立…エコツアー、エコタウン、リサイク

ル、「もやい直し」、伝える活動（行政、企

業、市民） 

それぞれのカードを集約し、自分と同

じテーマについて調べている生徒と自

由に交流できるようにすることで、そ

れぞれの生徒が取り組みやすい方法で

課題追究できるようにする。 
 

評価項目 思（記述・発言） 

九州地方の自然環境への適応や工夫、

自然環境の利用、自然環境と産業の両

立について、多面的・多角的に考察し、

表現している。 

３ 整理したものを基にしながら、紹介カー

ドの下書きを作成する。 

○自然環境への適応や工夫、自然環境の利

用、自然環境と産業の両立のための取組か

ら自分が紹介したい事例を一つ選び、それ

を表した写真と説明する文章をカードに

まとめる。（個別） 

１７ ○次時は個人で作成したカードを基にグ

ループ内で発表することを伝えること

で、次時の学習の見通しをもてるよう

にする。 

○紹介カードの見本を示すことで、自然

環境と人々の生活や産業とを結び付け

た内容になるようにする。 

○「ナビゲーション」の「情報を集める」

のコンテンツを活用することで、イン

ターネットで検索する際の注意点を理

解できるようにする。 

４ 本時の学習の振り返りをする。 

○本時の学習内容と「ナビゲーション」によ

る学び方について「リフレクション」の振

り返りに記入し、「スキル」の習得について

チェックリストで自己評価する。（個別） 

８ ○「リフレクション」による振り返りを行

うことで、「ナビゲーション」による学

びや「スキル」の高まりを実感できるよ

うにする。 

 

【資料３】「ナビゲーション」と「リフレクション」を位置付けた総合的な学習の時間の授

業展開例（第２学年「みんなが住み続けたい前橋にしていくために」第４・５時／全７時） 

学習活動 教師の支援（「ナビゲーション」の利用） 

１ 進捗状況の確認・ 

前時の振り返り 

○ 前時に座標軸を使った班の生徒に使った理由を聞き、全体で共有す

る 

○ 前時に生成ＡＩによる要約を使って調べていた班の事例を取り上げ、

どのようなことに気を付ければよいか全体で共有する 

２ 本時の活動の説明 ○ 本時の活動がどの過程に当たるか、どういった「スキル」が必要に

なるのか確認する 

３ 班ごとの活動 ○ 何を調べればよいのか分からなくなっている班には、「情報を集め

る」のレベル１～４を参照するように助言する 

○ 机間指導を行いながら生徒が困っていることを聞き出し、それに対

応した「ナビゲーション」のコンテンツを活用するとよいことを伝

える 

４ 次時の活動の確認 ○ 本時が「情報の収集」の過程であったことを再度確認し、「リフレク

ション」に本時の振り返りを書くように促す 

 


